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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　符号化階層を選択して復号することにより、前記符号化階層ごとの復号映像を得ること
が可能な階層符号化映像データと、当該階層符号化映像データの所定の符号化階層に対応
付けられた音声データと、を受信する受信手段と、
　複数の符号化階層のうち、選択された１つの符号化階層を復号し、復号映像を取得する
復号手段と、
　前記複数の符号化階層のそれぞれを復号した場合に得られる復号映像を所定の空間解像
度に変換した場合の面積を示す比較用面積の情報を取得する取得手段と、
　前記復号手段によって復号される符号化階層に前記音声データが対応付けられていない
場合に、前記音声データが対応付けられた符号化階層を復号した場合に得られる第１の復
号映像の前記比較用面積の情報と、前記復号手段により復号される第２の復号映像の前記
比較用面積の情報とに基づいて、前記受信手段により受信された前記音声データを補正す
る補正手段と、
を備えることを特徴とする映像処理装置。
【請求項２】
　前記補正手段は、前記復号手段によって復号される符号化階層に前記音声データが対応
付けられていない場合に、前記第１の復号映像の比較用面積に対する前記第２の復号映像
の比較用面積の比に基づいて、前記音声データを補正することを特徴とする請求項１に記
載の映像処理装置。
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【請求項３】
　前記補正手段は、前記第１の復号映像の比較用面積に対する前記第２の復号映像の比較
用面積の比の平方根を算出し、
　　該平方根が１以上の場合は、予め定められた音量比率に該平方根を乗じて得られた音
量比率を用いて前記音声データの音量を補正し、
　　該平方根が１未満の場合は、前記予め定められた音量比率に該平方根の負の逆数を乗
じて得られた音量比率を用いて前記音声データの音量を補正する
ことを特徴とする請求項１または２に記載の映像処理装置。
【請求項４】
　前記階層符号化映像データのコンテンツのジャンルを識別する識別手段をさらに備え、
　前記予め定められた音量比率は、ジャンルごとに定められおり、
　前記補正手段は、前記識別手段により識別されたジャンルに対応する前記予め定められ
た音量比率を前記音声データの音量の補正に用いる
ことを特徴とする請求項３に記載の映像処理装置。
【請求項５】
　前記復号手段は、前記選択された１つの符号化階層の復号に、前記複数の符号化階層の
うち前記選択された１つの符号化階層よりも下位の符号化階層の復号の結果を利用するこ
とを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項６】
　前記補正手段は、前記音声データの高音部、低音部、サラウンド、音像定位の少なくと
もいずれかを補正することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の映像処理
装置。
【請求項７】
　前記補正手段は、前記階層符号化映像データにそれぞれ異なる前記音声データが対応付
けられた符号化階層が複数含まれる場合に、前記音声データが対応付けられた複数の符号
化階層のうち、復号した場合に得られる復号映像の前記比較用面積が、前記第２の復号映
像の比較用面積に近い符号化階層に対応付けられている前記音声データを補正することを
特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項８】
　前記音声データは、復号した場合に得られる復号映像の前記比較用面積が最も広い符号
化階層に対応付けられていることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の映
像処理装置。
【請求項９】
　受信手段が、符号化階層を選択して復号することにより、前記符号化階層ごとの復号映
像を得ることが可能な階層符号化映像データと、当該階層符号化映像データの所定の符号
化階層に対応付けられた音声データと、を受信する受信工程と、
　復号手段が、複数の符号化階層のうち、選択された１つの符号化階層を復号する復号工
程と、
　取得手段が、前記複数の符号化階層のそれぞれを復号した場合に得られる復号映像を所
定の空間解像度に変換した場合の面積を示す比較用面積の情報を取得する取得工程と、
　補正手段が、前記復号工程において復号される符号化階層に前記音声データが対応付け
られていない場合に、前記音声データが対応付けられた符号化階層を復号した場合に得ら
れる第１の復号映像の前記比較用面積の情報と、前記復号工程において復号される第２の
復号映像の前記比較用面積の情報とに基づいて、前記受信工程において受信された前記音
声データを補正する補正工程と、
を備えることを特徴とする映像処理装置の制御方法。
【請求項１０】
　前記補正手段は前記補正工程において、前記復号工程において復号される符号化階層に
前記音声データが対応付けられていない場合に、前記第１の復号映像の比較用面積に対す
る前記第２の復号映像の比較用面積の比に基づいて、前記音声データを補正することを特
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徴とする請求項９に記載の映像処理装置の制御方法。
【請求項１１】
　前記補正手段は前記補正工程において、前記第１の復号映像の比較用面積に対する前記
第２の復号映像の比較用面積の比の平方根を算出し、
　　該平方根が１以上の場合は、予め定められた音量比率に該平方根を乗じて得られた音
量比率を用いて前記音声データの音量を補正し、
　　該平方根が１未満の場合は、前記予め定められた音量比率に該平方根の負の逆数を乗
じて得られた音量比率を用いて前記音声データの音量を補正することを特徴とする請求項
９または１０に記載の映像処理装置の制御方法。
【請求項１２】
　識別手段が、前記階層符号化映像データのコンテンツのジャンルを識別する識別工程を
さらに備え、
　前記予め定められた音量比率は、ジャンルごとに定められており、
　前記補正手段は前記補正工程において、前記識別工程において識別されたジャンルに対
応する前記予め定められた音量比率を前記音声データの音量の補正に用いる
ことを特徴とする請求項１１に記載の映像処理装置の制御方法。
【請求項１３】
　前記復号手段は前記復号工程において、前記選択された１つの符号化階層の復号に、前
記複数の符号化階層のうち前記選択された１つの符号化階層よりも下位の符号化階層の復
号の結果を利用することを特徴とする請求項９乃至１２のいずれか１項に記載の映像処理
装置の制御方法。
【請求項１４】
　前記補正手段は前記補正工程において、前記音声データの高音部、低音部、サラウンド
、音像定位の少なくともいずれかを補正することを特徴とする請求項９乃至１３のいずれ
か１項に記載の映像処理装置の制御方法。
【請求項１５】
　前記補正手段は前記補正工程において、前記階層符号化映像データにそれぞれ異なる前
記音声データが対応付けられた符号化階層が複数含まれる場合に、前記音声データが対応
付けられた複数の符号化階層のうち、復号した場合に得られる復号映像の前記比較用面積
が、前記第２の復号映像の比較用面積に近い符号化階層に対応付けられている前記音声デ
ータを補正することを特徴とする請求項９乃至１４のいずれか１項に記載の映像処理装置
の制御方法。
【請求項１６】
　前記音声データは、復号した場合に得られる復号映像の前記比較用面積が最も広い符号
化階層に対応付けられていることを特徴とする請求項９乃至１５のいずれか１項に記載の
映像処理装置の制御方法。
【請求項１７】
　コンピュータを、請求項１乃至８のいずれか１項に記載の映像処理装置の各手段として
機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一つの映像ストリームデータ中に複数の解像度や画角の映像が階層符号化さ
れている階層符号化映像データと、及び当該階層符号化映像データのある符号化階層に対
応する音声データとの再生技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地上デジタル放送において、ＭＰＥＧ２－Ｖｉｄｅｏ符号化方式にて符号化され
た解像度７２０×４８０ピクセルや１４４０×１０８０ピクセルの映像が放送されている
。地上デジタル放送は、携帯電話などの携帯機器向けにもワンセグメント放送として、Ｈ
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．２６４／ＡＶＣ（Ａｕｄｉｏ　Ｖｉｓｕａｌ　Ｃｏｄｉｎｇ）符号化方式にて符号化さ
れた３２０×２４０ピクセルの映像が別ストリームで放送されている。
【０００３】
　一方、Ｈ．２６４／ＡＶＣの拡張として、映像ストリームデータ中に複数の解像度の映
像を符号化可能な、Ｈ．２６４／ＳＶＣ（Ｓｃａｌａｂｌｅ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ
）技術が規格化されている。Ｈ．２６４／ＳＶＣ規格では、例えば３２０×２４０、７２
０×４８０、１４４０×１０８０ピクセル等の解像度が異なる複数の映像を、異なる符号
化階層（レイヤとも呼ぶ）として１つの映像ストリームデータの中に階層符号化している
。このように異なる解像度の映像を１つのストリームデータの中に符号化することで、別
々の映像ストリームを伝送する場合に比べて効率よく圧縮・伝送することができる。
【０００４】
　またＨ．２６４／ＳＶＣ規格では、画角が異なる複数の映像を、１つの映像ストリーム
データの中に符号化することも可能である。例えば、サッカーグラウンド全体を映した全
景映像と、当該全景映像中のサッカー選手の領域だけを映した特定領域映像とが、それぞ
れ異なるレイヤに階層符号化される。そして再生時にレイヤを選択的に復号することで、
視聴中の映像の画角変更や、表示装置の表示解像度及び表示アスペクト比に適した映像を
再生することが可能となる。
【０００５】
　このように、Ｈ．２６４／ＳＶＣ規格を用いることで、地上デジタル放送とワンセグメ
ント放送のように異なるストリームで映像を伝送することなく、１つの映像ストリームデ
ータの伝送で複数の種類の表示装置に対応可能となる。即ち、伝送帯域の効率化や、複数
の映像サイズや画角がユーザによって選択可能とするサービス提供が図れるため、将来Ｈ
．２６４／ＳＶＣ規格のような階層符号化映像データがテレビ放送に利用されることが想
定される。
【０００６】
　なお、テレビ放送に階層符号化映像データを利用する場合であっても、音声ストリーム
データは現在の放送と同様に、１つの音声ストリームデータのみを有することが考えられ
る。上述したように、階層符号化映像データを用いることによりユーザはレイヤを選択し
て視聴する映像の画角を変更することが可能であるが、ある１つの符号化階層に対応付け
られた音声ストリームデータのみが提供される場合は次のような問題が生じる。即ち、映
像の画角が変更されても再生される音声ストリームデータは変化しないため、画角変更に
よってユーザに臨場感を与える効果が低いという問題である。
【０００７】
　特許文献１には、映像の一部を拡大することにより画角の変化が生じた場合に、映像の
切り出しサイズや位置に応じて音声の音像定位を変更することにより、ユーザに臨場感を
与える技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平２００４－３３６４３０公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、特許文献１では、階層符号化映像データのような、複数の画角の映像が
階層符号化された映像データの再生について考慮されていなかった。複数の画角の映像が
階層符号化された映像ストリームデータに対し、１つのレイヤ（即ち、１つの画角）に対
応した音声ストリームデータのみが与えられる場合、従来のように映像と音声が１対１に
対応して与えられる場合とは異なる処理が必要となる。例えば、サッカー中継の映像コン
テンツにおいて、グラウンド全体の映像と、グラウンドの一部注目領域映像が映像ストリ
ームデータに階層符号化されており、１つの音声ストリームデータが一部注目領域の映像
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のレイヤに対応している場合を想定する。このような場合に従来技術のようにグランド全
体の映像のレイヤに音声ストリームが対応しているものとして処理してしまうと、一部注
目領域の映像が選択された際に、必要のない音声補正処理が適用されてしまう。
【００１０】
　また、階層符号化された映像ストリームデータには、解像度は同一で画角が異なる複数
の映像が含まれる場合もあるが、特許文献１ではこのような場合について考慮されていな
い。
【００１１】
　本発明は、上述の問題点に鑑みてなされたものである。即ち、階層符号化映像データと
、階層符号化映像データの特定の符号化階層に対応付けられた音声データとの再生におい
て、音声データが対応付けられていない符号化階層の映像を再生する場合でもユーザに臨
場感を与える音声再生を行うことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前述の目的を達成するために、本発明の映像処理装置は、以下の構成を備える。
　符号化階層を選択して復号することにより、符号化階層ごとの復号映像を得ることが可
能な階層符号化映像データと、当該階層符号化映像データの所定の符号化階層に対応付け
られた音声データと、を受信する受信手段と、複数の符号化階層のうち、音声データが対
応付けられている音声対応符号化階層を特定する特定手段と、複数の符号化階層のうち、
選択された１つの符号化階層を復号し、復号映像を取得する復号手段と、複数の符号化階
層のそれぞれを復号した場合に得られる復号映像を所定の空間解像度に変換した場合の面
積を示す比較用面積の情報を取得する取得手段と、復号手段によって復号される符号化階
層に音声データが対応付けられていない場合、音声データが対応付けられた符号化階層を
復号した場合に得られる第１の復号映像の比較用面積の情報と、復号手段により復号され
る第２の復号映像の比較用面積の情報とに基づいて、受信手段により受信された音声デー
タを補正する補正手段と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　このような構成により本発明は次の効果を奏する。階層符号化映像データと、階層符号
化映像データの特定の符号化階層に対応付けられた音声データとの再生において、音声デ
ータが対応付けられていない符号化階層の映像を再生する場合でもユーザに臨場感を与え
る音声再生を行うことを可能とする。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施形態に係るセットトップボックスの機能構成を示したブロック図。
【図２】セットトップボックスの音声補正制御部の機能構成を示すブロック図。
【図３】コンテンツデータの構成を説明するための図。
【図４】コンポーネント記述子を説明するための図。
【図５】付加情報データを説明するための図。
【図６】実施形態における音声補正制御処理のフローチャート。
【図７】音声補正量情報テーブルの構成例を示した図。
【図８】階層符号化映像データの各符号化階層が表現する復号映像を説明するための図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の好適かつ例示的な一実施形態について、図面を参照して詳細に説明する
。なお、以下に説明する一実施形態は、再生装置の一例としての、階層符号化映像データ
と当該階層符号化映像データの１つの符号化階層に対応付けられた音声データとを再生可
能なセットトップボックスに、本発明を適用した例を説明する。しかし、本発明は、階層
符号化映像データと、当該階層符号化映像データの所定の符号化階層に対応付けられた音
声データとを再生可能な任意の機器に適用可能である。
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【００１６】
　本実施形態では、後述するように、再生装置で再生される際に初期状態で選択される階
層符号化映像データの符号化階層（default_layer）が予め定められている。音声データ
は、階層符号化映像データの複数の符号化階層のうち、当該初期状態で選択される符号化
階層に対応づけられているものとして説明する。上述の通り、符号化階層ごとに映像が符
号化されており、ある符号化階層を復号することにより、対応する解像度と画角の復号映
像が得られる。
【００１７】
　なお、以下の説明では階層符号化方法の一例としてＨ．２６４／ＳＶＣ規格を想定して
いる。当該規格では、ある符号化階層を復号する場合、それより下位の符号化階層のデー
タを利用する場合がある。以下の説明において、ある符号化階層を最上位階層として復号
するとの記載はこのような場合を想定したものである。しかしながら、本明細書において
「ある符号化階層を復号する」とは、最終的にその符号化階層の復号映像を得ることであ
り、復号の過程で他の符号化階層のデータを用いるかどうかは本発明とは無関係である。
従って、本発明は特定の階層符号化方法に限定されないことに留意されたい。
【００１８】
　なお本実施形態において、音声データは、階層符号化映像データのある符号化階層に対
応付けられている。そして音声データは、当該音声データが対応付けられている符号化階
層を復号して得られる映像に対応した位置で収録されているものとする。つまり、被写体
までの距離が５０ｍの位置で撮影された等倍映像に対して音声データが対応付けられてい
る場合は、その音声データは、映像の撮影時、人間がその撮影位置（被写体までの距離が
５０ｍ）において実際に聞こえる音声に相当するものである。なお、ある位置で撮影した
等倍映像とは、その位置における人間の視野に等しい映像である。例えば、カメラが望遠
レンズなど、人間と異なる画角を有するレンズで撮影する場合、撮影された映像を人間の
画角に等しい画角のレンズで撮影するためのカメラ位置（換算撮影位置）が、望ましい音
声データ音声収録位置である。このように、本実施形態においては、被写体から１００ｍ
離れた位置で収録された音声が、被写体までの距離が１０ｍに相当するように撮影された
復号映像に対応付けられることはないことを想定している。なお、撮影位置（換算撮影位
置を含む）と音声収録位置は同一位置であることが望ましいが、本実施形態では音声収録
位置が撮影位置と異なっていても、被写体までの距離が同一であれば、撮影位置で聞こえ
る音声とほぼ同じ音声の収録できるものとして説明を行う。
【００１９】
　なお、以下の説明では、音声データが対応付けられている符号化階層を音声対応符号化
階層と称し、音声データが対応づけられていない符号化階層と区別する。また、以下の説
明では、階層符号化映像データ、音声データ及び付加情報データを含んだデータストリー
ムをコンテンツデータと呼ぶ。コンテンツデータからは、符号化階層それぞれについて得
られる復号映像の画角や解像度の情報が取得できるものとする。
【００２０】
　図１は、本発明の実施形態に係るセットトップボックスの機能構成を示すブロック図で
ある。セットトップボックス１００は、再生制御部１０１、コンテンツ取得部１０２、コ
ンテンツ解析部１０３、映像処理部１０４、音声処理部１０５、操作受信部１０６、音声
補正制御部１０７、及び音声出力調整部１０８を備える。セットトップボックス１００に
は、電波及びネットワークで伝送されるコンテンツデータが、アンテナ入力やネットワー
ク入力より入力される。
【００２１】
　コンテンツ取得部１０２は、再生制御部１０１からの指示により、電波及びネットワー
クで伝送された信号に復調処理及び誤り訂正処理を適用し、受信したコンテンツデータを
、コンテンツ解析部１０３に出力する。
【００２２】
　コンテンツ解析部１０３は、再生制御部１０１からの指示により、コンテンツ取得部１
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０２から入力されたコンテンツデータを解析する。そして、コンテンツ解析部１０３はコ
ンテンツデータ内に多重化されている階層符号化映像データ、音声データ、及び付加情報
データを分離する。コンテンツ解析部１０３は、分離した階層符号化映像データを映像処
理部１０４に、音声データを音声処理部１０５に、付加情報データを再生制御部１０１に
出力する。
【００２３】
　映像処理部１０４は、再生制御部１０１からの再生指示により、再生指示された符号化
階層を最上位階層として、階層符号化映像データの複数の符号化階層を選択的に復号し（
映像復号）、得られた復号映像を外部接続された表示装置（ディスプレイ）に出力する。
【００２４】
　音声処理部１０５は、再生制御部１０１からの再生指示により、コンテンツ解析部１０
３で分離され、音声処理部１０５に入力された音声データを復号し（音声復号）、得られ
た音声を音声出力調整部１０８に出力する。
【００２５】
　音声出力調整部１０８は、音声補正制御部１０７からの音声出力制御指示により、音声
処理部１０５で出力された音声のサラウンドや低音高音などの音質調整や、ＬＲなど各音
声出力チャンネルの音像定位の補正処理を行う。そして音声出力調整部１０８は補正した
音声を、外部接続された音声出力装置（スピーカ）に出力する。
【００２６】
　操作受信部１０６は、例えば赤外線受信ユニットであり、ユーザによって操作された不
図示のリモートコントローラからのリモートコントローラ信号（キーコードデータ）等の
ユーザ操作信号を受信する。そして操作受信部１０６は、受信したユーザ操作信号を解析
して操作された内容を再生制御部１０１に出力する。具体的には、操作受信部１０６は、
ユーザ操作信号を、例えば再生開始、階層符号化映像データの各階層選択情報などの再生
制御に関する信号に変換して、再生制御部１０１へ出力する。
【００２７】
　再生制御部１０１は、操作受信部１０６から入力された再生制御信号に応じて、コンテ
ンツ取得部１０２へコンテンツデータ受信指示を行う。さらに再生制御部１０１は、コン
テンツ解析部１０３へ、コンテンツ取得部１０２から入力されるコンテンツデータの解析
指示を行い、コンテンツ解析部１０３が解析した付加情報データを取得する。また、再生
制御部１０１は、コンテンツ解析部１０３から入力された付加情報データと操作受信部１
０６から入力された再生制御信号に応じて、復号する階層符号化映像データの符号化階層
、及び音声データを決定する。そして再生制御部１０１は、コンテンツ解析部１０３へ再
生を行う復号映像及び音声をそれぞれ映像処理部１０４、音声処理部１０５に指示する。
その後再生制御部１０１は、映像処理部１０４へ決定した復号する符号化階層の復号映像
の再生指示を行う。
【００２８】
　また再生制御部１０１は、コンテンツ解析部１０３から入力される付加情報データと操
作受信部１０６から出力された再生制御信号に応じて、音声処理部１０５へ音声データの
復号及び再生指示を行う。再生制御部１０１は、コンテンツ解析部１０３から入力される
付加情報データと操作受信部１０６から出力された再生制御信号に応じて、音声補正制御
部１０７に付加情報データとあわせて音声補正指示を出力する。
【００２９】
　音声補正制御部１０７は、再生制御部１０１から入力された付加情報データと音声補正
指示に応じて、音声再生に係るサラウンドや低音高音等の音質調整や、各音声出力チャン
ネルの音像定位の補正量を決定し、音声出力調整部１０８へ音声出力調整の指示を行う。
【００３０】
　ここで図２を用いて、セットトップボックス１００における音声補正制御部１０７で行
う処理をさらに詳細に説明する。音声補正制御部１０７は、映像音声対応判定部２０１、
再生映像画角比判定部２０２、音声補正量決定部２０３、及び音声補正情報保持部２０４
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を備える。
【００３１】
　映像音声対応判定部２０１には、再生制御部１０１から再生状態、及び階層符号化映像
データの各符号化階層の構造情報を含む付加情報データ等の、再生制御に関する情報が入
力される。映像音声対応判定部２０１は、入力された各符号化階層の構造情報を元に、音
声データがどの符号化階層に対応付けられているかの特定を行う。そして映像音声対応判
定部２０１は、再生映像画角比判定部２０２へ特定した音声対応符号化階層、及び再生付
加情報データ内の各符号化階層の情報を出力する。
【００３２】
　再生映像画角比判定部２０２は、音声対応符号化階層の復号映像と、再生を行う符号化
階層の復号映像との画角の比を算出し、その算出結果を音声補正量決定部２０３へ出力す
る。
【００３３】
　音声補正量決定部２０３は、再生映像画角比判定部２０２で算出された画角の比を用い
て、音声出力調整部１０８に指示する音声データの音声補正量を決定する。具体的には、
音声補正量決定部２０３は、コンテンツデータのジャンルに応じた音声補正情報テーブル
を保持している音声補正情報保持部２０４を参照し、受信しているコンテンツデータのジ
ャンルに対応する音声補正量を取得する。そして音声補正量決定部２０３は、音声補正情
報保持部２０４から取得した音声補正量に画角の比を乗じて得られた音声補正量を、音声
出力調整部１０８に出力する。
【００３４】
　図３は、図１に示したコンテンツ取得部１０２から出力される、階層符号化映像データ
を含んだコンテンツデータの構成例を示す図である。ここでは、ＩＥＣ（International 
Electro-technical Commission、国際電気標準会議）、ＩＥＥＥ（Institute of Electri
cal and Electronic Engineers、電気電子学会等により規定されているＴＳ信号として構
成される例を示している。
【００３５】
　図３に示すように、コンテンツ取得部１０２が受信する信号には、複数のＴＳパケット
が時分割多重されてＴＳ信号が構成されている。階層符号化映像データのｖｉｄｅｏ部、
音声データのａｕｄｉｏ部、及び付加情報データのｄａｔａ部は、それぞれＴＳパケット
単位で受信される。コンテンツ解析部１０３は、このようなＴＳ信号データの解析を行い
、それぞれｖｉｄｅｏ部、ａｕｄｉｏ部、及びｄａｔａ部に分離し、ｖｉｄｅｏ部を映像
処理部１０４に、ａｕｄｉｏ部を音声処理部１０５に出力する。またコンテンツ解析部１
０３は、ｖｉｄｅｏ部、ａｕｄｉｏ部、及びｄａｔａ部の解析結果を再生制御部１０１に
出力する。
【００３６】
　ここで、複数のｄａｔａ部を収集して再構成される管理情報テーブルは、ＰＡＴ（Prog
ram Association Table）、ＰＭＴ（Program Map Table）、ＥＩＴ（Event Information 
Table）、ＮＩＴ（Network Information Table）等で構成される。ＥＩＴは受信中の番組
及びその後の番組編成を示すものであり、最初の部分に、テーブルＩＤ、サービスＩＤ、
イベントＩＤ、番組の放送開始時刻、放送継続時間等が記述された後に、いくつかの記述
子が配置される。
【００３７】
　コンテンツ解析部１０３では、このＥＩＴの情報を元にどのような番組を受信している
のかの解析を行う。ここで、このＥＩＴ情報を元に、受信しているコンテンツデータが表
示領域変更可能番組であるかどうか、及びどのような表示領域選択が可能であるかの判定
に関係がある、基本データ（フィールド）情報、及び各種記述子について説明する。
【００３８】
　まずテーブルＩＤは、情報がＥＩＴであることを識別する情報である。またテーブルＩ
Ｄに続いて記述されているイベントＩＤより、番組を識別することが可能である。また、
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その番組毎に開始時刻とその番組の放送継続時間が記述されており、その開始時間＋継続
時間から、いつ番組が終了するかを判定可能である。
【００３９】
　またＥＩＴに含まれる記述子について、以下に説明する。記述子としては、例えば映像
の解像度及びアスペクトの情報等を示すコンポーネント記述子、番組名を示す単形式イベ
ント記述子、番組の続きがどのサービスで放送されるかといったイベントリレー情報が記
述されたイベントグループ記述子等がある。図３に示したコンテント記述子には、番組の
ジャンルとして、「報道」、「スポーツ」、「ドラマ」、「映画」、「バラエティ」、「
教養」等が記述されている。
【００４０】
　図４は、上述したコンポーネント記述子を用いて階層符号化映像データの符号化階層情
報を記述した付加情報データの例である。
　コンポーネント記述子には階層符号化映像データの情報が記述されており、例えばcomp
onent_type識別子には、０ｘ０１の場合は４８０ｉ、０ｘＢ１の場合は１０８０ｉといっ
た解像度情報などが記述されている。またコンポーネント記述子内には、コンテンツデー
タの再生開始時に初期状態で、どの符号化階層を選択して復号するかを示した情報として
、図４に下線で示したdefault_layer識別子が含まれる。default_layer識別子の値が１で
あれば最初の符号化階層、即ちベースレイヤが初期状態で選択される符号化階層となる。
また、default_layer識別子の値が２であれば、２番目の符号化階層、即ち１番目のエン
ハンスレイヤが初期状態で選択される符号化階層となる。即ち、default_layer識別子に
おいて階層ＩＤを指定することで、複数のレイヤ構造、及び複数の画角が階層符号化映像
データ内にある場合に、初期表示する符号化階層を決定することが可能となる。
【００４１】
　ここで、階層符号化された映像の構成について、図５を用いて説明する。図５は、Ｈ．
２６４／ＳＶＣ規格の階層符号化映像データの符号化階層の情報の例を示している。符号
化階層の情報は、全体の符号化に関する情報を持つＳＰＳ（SequenceParameterSet）、映
像の符号化に関するＰＰＳ（PictureParameterSet）、実際の映像データであるＡＵ（Acc
essUnit）で構成され、それぞれの情報はさらに階層毎の情報に分かれている。
【００４２】
　ＳＰＳ内には、各符号化階層の映像解像度情報video_formatに加え、各符号化階層間の
オフセット情報としてtop_offset、left_offset、right_offset、bottom_offsetというオ
フセット情報が記述されている。即ちこのオフセット情報より、各符号化階層間の画角の
違いを判定することが可能であり、例えば各オフセット値が１０であれば、基準となるレ
イヤに比べて上下左右に１０ピクセル大きい画角を有する復号映像が得られると判定する
ことができる。なお、オフセット情報とは各符号化階層の復号映像を同一の空間解像度に
した場合に、１つの符号化階層の復号映像で表現されている被写体の領域が、他の符号化
階層の復号映像において表示される位置を表した値である。即ちオフセット情報は、１つ
の符号化階層の復号映像で表現されている被写体の領域が、他の符号化階層の復号映像に
おいて表示される位置を、当該他の符号化階層の復号映像の４辺からのピクセル数で表し
た値である。
【００４３】
　（音声補正制御処理）
　以下、上述のような構成をもつ本実施形態のセットトップボックス１００の音声補正制
御処理について、図６のフローチャートをさらに用いて、具体的な処理を説明する。当該
フローチャートに対応する処理は、再生制御部１０１が、例えば不図示の不揮発性メモリ
に記憶されている対応する処理プログラムを読み出し、不図示のＲＡＭに展開して実行す
ることにより実現することができる。なお、本音声補正制御処理は、例えばユーザによっ
て操作されたリモートコントローラからコンテンツデータの再生開始要求を、操作受信部
１０６が受信した際に開始されればよく、コンテンツデータの再生中は繰り返し実行され
るものとして説明する。具体的には、操作受信部１０６よりユーザからのコンテンツデー
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タの再生要求が入力されると、再生制御部１０１はセットトップボックス１００の各ブロ
ックにコンテンツデータの再生指示を行って再生処理を開始するとともに、本音声補正制
御処理を開始する。
【００４４】
　Ｓ６０１で、再生制御部１０１は音声補正制御部１０７に、受信しているコンテンツデ
ータの付加情報データに含まれる番組情報を入力し、現在受信しているコンテンツデータ
が有する音声データが対応付けられている音声対応符号化階層を特定させる。具体的には
、音声補正制御部１０７の映像音声対応判定部２０１は、コンポーネント記述子に記述さ
れているdefault_layerの情報から、初期状態で表示される符号化階層に音声データが対
応付けられていると特定する。
【００４５】
　Ｓ６０２で、再生制御部１０１は、音声補正制御部１０７が特定した、音声対応符号化
階層を復号して得られる復号映像と、現在選択されている符号化階層を復号して得られる
復号映像の画角が異なるか否かを判定する。具体的には再生制御部１０１は、コンテンツ
解析部１０３から受信したコンテンツデータが有する付加情報データのうち、ＳＰＳの各
階層間のオフセット情報を参照して判定する。例えば、音声対応符号化階層と、現在選択
されている符号化階層の間のオフセット情報left_offset、right_offset、top_offset、
及びbottom_offsetの少なくとも１つが０以外の値をとる場合、再生制御部１０１は画角
が変化していると判定する。再生制御部１０１は、音声対応符号化階層の復号映像と、現
在選択されている符号化階層の復号映像の画角が異なる場合は処理をＳ６０３に移し、同
一である場合は処理をＳ６０５に移す。
【００４６】
　Ｓ６０３で、再生制御部１０１は音声補正制御部１０７に、階層符号化映像データの有
する複数の符号化階層のうち、再生を行う符号化階層と、初期状態で表示される符号化階
層との、それぞれの符号化階層を復号して得られる復号映像の画角の比を算出させる。具
体的には、再生制御部１０１は音声対応符号化階層を復号して得られる復号映像と、再生
を行う符号化階層を復号して得られる復号映像との画角の比を、音声補正制御部１０７に
算出させる。
【００４７】
　まず音声補正制御部１０７の再生映像画角比判定部２０２は、音声対応符号化階層、及
び再生を行う符号化階層の付加情報データから、それぞれの符号化階層を復号した際に得
られる復号映像の画角を取得する。そして再生映像画角比判定部２０２は、音声対応符号
化階層と、再生を行う符号化階層の画角の情報から、画角の比を算出する。なお、本実施
形態では画角の比は、復号映像の解像度の比ではなく、それぞれの復号映像を同一の空間
解像度に変換した場合の表示領域面積の比率の平方根で規定される。また音声の調整に用
いるため、画角の比が１未満の数字となる場合は、画角の比の負の逆数を画角の比として
規定する。例えば算出された画角の比が１／２倍である場合は、「－１／（１／２）＝－
２」を画角の比として、再生映像画角比判定部２０２は音声補正量決定部２０３に出力す
る。
【００４８】
　ここで図８を用いて、具体的な画角の比の算出方法について例示する。図８の例では、
Ｈ．２６４／ＡＶＣ規格と互換性をもつベースレイヤと、当該ベースレイヤの拡張である
上位層のエンハンスレイヤを２つ有する階層符号化映像データの、各符号化階層を復号し
た場合の復号映像の位置関係を表している。なお、本実施形態では、各符号化階層を復号
して得られる復号映像は、全て同一の空間解像度を有するものとする。
【００４９】
　まず、コンテンツデータが有する付加情報データのうち、ＳＰＳの各階層間のオフセッ
ト情報を参照する。コンポーネント記述子によりdefault_layerがエンハンスレイヤ１、
現在再生を行うとして選択されている符号化階層がエンハンスレイヤ２である場合に、エ
ンハンスレイヤ１を基準としたエンハンスレイヤ２のオフセット情報が以下であるとする
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。
　left_offset  ：４８０
　right_offset ：４８０
　top_offset   ：２７０
　bottom_offset：２７０
【００５０】
　このとき、エンハンスレイヤ１の復号映像の表示解像度は９６０×５４０であるから、
基準とするエンハンスレイヤ１に対するエンハンスレイヤ２の復号映像の縦横の解像度比
は、
【００５１】
【数１】

　であり、表示領域面積の比は２×２＝４倍となる。このため、エンハンスレイヤ１に対
するエンハンスレイヤ２の画角の比は平方根をとり、２倍となる。
【００５２】
　Ｓ６０４で、再生制御部１０１は、受信しているコンテンツデータのジャンルと、現在
選択されている符号化階層の復号映像とに適した音声補正量を音声補正制御部１０７に決
定させる。具体的には、まず音声補正制御部１０７の音声補正量決定部２０３は音声補正
情報保持部２０４が保持している音声補正量情報テーブルから、受信しているコンテンツ
データのジャンルに対応した音声補正量を取得する。コンテンツデータのジャンルの情報
は、受信したコンテンツデータが有する付加情報データに含まれるコンテント記述子から
取得する。図７は音声補正量情報テーブルの例であり、音声補正情報保持部２０４は、音
声補正情報テーブルとして、高音、低音、サラウンド（音の拡がり感）の音声補正量を、
コンテンツデータのジャンル毎に保持している。そして、音声補正制御部１０７の音声補
正量決定部２０３は、Ｓ６０３で算出した画角の比を、受信しているコンテンツデータに
対応した音声補正量のそれぞれのパラメータに乗ずることにより、画角の違いを反映させ
た音声補正量を決定する。
【００５３】
　例えば図８に示すように、コンテンツデータがサッカー中継（ジャンルが「スポーツ」
）であり、音声対応符号化階層がエンハンスレイヤ１、現在選択されている再生する符号
化階層がエンハンスレイヤ２である場合について考える。
【００５４】
　エンハンスレイヤ２はエンハンスレイヤ１より広い画角であり、グラウンドを遠方から
視聴することになるため、エンハンスレイヤ２の復号映像に対応する音声は、エンハンス
レイヤ１のグラウンド中央の音声に比べ、臨場感の効果は小さくなる。具体的には、グラ
ウンド内でボールが弾んだ音等の低音部は音量が小さくなり、観客やグラウンド全体に響
く高音部の音量が大きくなるとともに、音の拡がり感が向上するように音声を補正する処
理を行う。即ち、音声補正量情報テーブルから取得した、各調整パラメータの音声補正量
に、Ｓ６０３で算出された画角の比（２倍）を乗じて、
　高音部　　：　２０％×２倍＝　４０％
　低音部　　：－２０％×２倍＝－４０％
　サラウンド：　２０％×２倍＝　４０％
　が、最終的に決定された音声補正量となる。
【００５５】
　音声対応符号化階層の復号映像と、現在選択されている符号化階層の復号映像との間に
画角の差がなかった場合も、Ｓ６０５で再生制御部１０１は、コンテンツデータのジャン
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ルに適した音声補正用を音声補正制御部１０７に決定させる。なお、本ステップでは画角
の違いを反映させた音声補正を行う必要がないため、音声補正制御部１０７の音声補正量
決定部２０３は、音声補正情報保持部２０４より取得したコンテンツデータのジャンルに
対応した音声補正量を、そのまま音声補正量とすればよい。
【００５６】
　そしてＳ６０６で、再生制御部１０１は、音声補正制御部１０７に決定させた音声補正
量を用いて、音声処理部１０５で復号された音声について、音声出力調整部１０８に補正
を適用させる。そして補正が適用された音声は、音声出力調整部１０８からセットトップ
ボックス１００に接続されている、スピーカ等の音声再生装置から出力される。
【００５７】
　なお、本実施形態ではコンテンツデータのジャンルに対応した音声補正量に対し、音声
対応符号化階層の復号映像の画角に対する、選択されている符号化階層の復号映像の画角
の比を乗じて得られた音声補正量を用いた、音声の補正方法について説明した。しかしな
がら、本発明はコンテンツデータのジャンルに対応した音声補正量を用いず、単に音声に
対して画角の比を乗ずることにより、画角の違いによる音声の臨場感を作り出してもよい
。
【００５８】
　また、上述した実施形態では、音声データは、その音声データが対応付けられている符
号化階層を復号して得られる復号映像に対応した位置で収録されているものとして説明し
た。しかし、本発明において、音声データの収録位置から被写体までの距離と、当該音声
データが対応付けられている符号化階層を復号して得られる映像に対応した撮影位置から
被写体までの距離とが異なっている場合にも対応可能である。つまり、上述した実施形態
の処理の前処理として、撮影位置と音声収録位置が異なる場合に、あたかも撮影位置で収
録された音声であるかのように音の定位を補正する補正処理を実行すれば良い。この補正
処理により、まずは、撮影位置で収録された音声であるように補正した上で、その後、補
正した音声データに対して上述した実施形態に記載の制御を適用すれば良い。なお、音の
定位や音像の補正技術は、ここに挙げるまでもなく古くから多数存在しているため、本発
明を実施する上で好適な補正技術を適用すればよい。
【００５９】
　また、上述した実施形態では音声の高音、低音、サラウンドについて調整を行ったが、
各映像階層のオフセット値を元に音像定位のずれを判定し、そのずれに応じて音像定位を
補正することも可能である。
【００６０】
　また、上述した実施形態においては、理解及び説明を容易にするため、コンテンツデー
タが１つの符号化階層に対応付けられた１つの音声データを含む場合について説明した。
しかし、本発明は音声データが１つである場合に限定されるものではなく、再生する符号
化階層に対応付けられた音声データがコンテンツデータによって提供されない場合に適用
可能である。例えば、音声データが２つ提供されている場合、再生する符号化階層の復号
映像の画角に近い画角を有する符号化階層に対応付けられている音声データを用いること
ができる。
【００６１】
　また、上述した実施形態において、音声データが対応付けられた音声符号化階層は、コ
ンテンツデータが有する付加情報データに記述されている、初期状態で再生される符号化
階層であるものとして説明した。しかし、本発明の実施は付加情報データに初期状態で再
生される符号化階層が記述されている場合に限定されるものではなく、例えば階層符号化
映像データの各符号化階層の情報から決定してもよい。例えば、全景映像と、当該全景映
像のうちの所定の領域を切り出した映像とが階層符号化されているようなコンテンツデー
タである場合、当該全景映像を符号化している符号化階層を、音声対応符号化階層として
決定してもよい。即ち、階層符号化映像データの複数の符号化階層のうち、最も画角の広
い復号映像が得られる符号化階層を、音声対応符号化階層としてもよい。つまり、１つの
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撮影位置で撮像された全景映像から階層符号化映像データが構成されているため、このよ
うなコンテンツデータは当該１つの撮影位置に対応した収録位置で収録された音声データ
が含まれているものと判断し、音声符号化階層を決定してもよい。
【００６２】
　以上説明したように、本実施形態の再生装置は、階層符号化映像データの所定の符号化
階層に対応付けられた音声データを、再生する符号化階層の復号映像の画角に合わせて補
正することで、ユーザに臨場感を与える音声データの再生を可能とする。具体的には再生
装置は、階層符号化映像データと、当該階層符号化映像データの所定の符号化階層に対応
付けられた音声データとを受信する。再生装置はさらに階層符号化映像データの複数の符
号化階層のうち、音声データが対応付けられている音声対応符号化階層を特定する。そし
て、音声対応符号化階層の復号映像の画角に対する、再生する符号化階層の復号映像の画
角の比を算出し、予め記憶された音声補正量にさらに乗ずることにより、得られた新たな
音声補正量を用いて音声データを補正する。
【００６３】
　このようにすることで、選択された符号化階層に対応した音声が存在しない場合であっ
ても、当該選択された符号化階層に対応した臨場感のある音声をユーザに提示可能である
。
【００６４】
　（その他の実施形態）
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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